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特集

「喪失」に 
直面する人へのケア
「喪失」は、誰もが人生の中で幾度と経験するものです。
「老化や病気、障害によって心身の健康が損なわれる」「死別によって大切な人を
失う」。在宅ケアの現場ではあらゆる形で喪失体験と出会い、それに伴って生ず
る悲嘆や葛藤に対するケアが求められます。「喪失に対するケアこそが、在宅ケア
の中心である」と言っても過言ではありません。
本特集では、喪失とそれに対するケアという視点から、ケア（特にグリーフケア）
の意義とその必要性を確認していき、現場で行われている実践を捉え直します。

「喪失」によって生ずるもの、それに対して何ができるか
◉坂口幸弘

「あいまいな喪失」という概念と、求められるケア
◉瀬藤乃理子
ケアを提供する人（対人援助職）のためのケア
◉米虫圭子

「喪失」に直面する人に、訪問看護師は何を意図して関われ
るか
◉倉持雅代

【付録】死後に求められる諸手続き一覧
◉泉原久美
※一部変更となることがあります。
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編集後記

ポ ケットエコーを取り入れること
で、どんな未来が開けるか。

技術論はさておいて、まずはそのストー
リーを共有することを狙った特集でし
た。費用対効果が疑問視される向きも
あるのですが、その点に関する皆さん
の記述にはぐっとくるものがありません
か？　かかるコストをどう回収するか。
いや、そもそも何を「効果」と見るか。
事業所が描いているビジョンによって、
こうも多様に捉え直すことができるのか
と、視野が広がる思いでした。▶新連
載がスタートしました。奥が深い認知症
について学んでいきます!…小池

エ コーで不要な医療行為を減ら
す、不要な救急搬送が減らせ

る、療養者さんへの侵襲的負担を減ら
せる……特集ご執筆の皆さんの美学と
スキルに、シビれました～。「しない」判
断は「する」判断よりも実は難易度が
高く、逆に手間がかかることなのです
ね。エコーは「見える」ようになるツール
ですが、「見えないけれどすごい看護ス
キル！」を見せていただきました。

…米沢
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